
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト ( 県 立 上 尾 特 別 支 援 学 校 ) 

 

目 指 す 学 校 像 キャリア教育を推進し、豊かに生きる力を育てる学校       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 個に応じた授業づくりとキャリア教育の視点を生かした教育課程の編成・実施による質の高

い学校教育の充実 

２ 地域との連携とセンター的機能の充実 

３ 安心安全な学校づくりの推進(危機管理、不祥事防止と教職員の働き方) 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者    ９名 

    生徒       ３名 

    事務局(教職員)  ４名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

  ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目(年度達成目標を意味する。)は複数設定可。 

  ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価  

年 度 目 標  年 度 評 価 ( 月 日 現 在 )  実施日 令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】昨年度から学校研究として
取り組んでいるＰＢＳ（ポジティブ
行動支援）の取組は、様々な場面で
児童生徒の行動面での改善につなが
っている。 
【課題】児童生徒の良いところを伸
ばすことで、相対的に問題行動を減
らすことをねらいとし、今年度もさ
らに取組を深めることが課題とな
る。 

障害特性に応じた指導の
充実と教職員の専門性の
向上 

① ・１週間に１回の「１０分間ミ
ーティング」を学年の担任間で
実施する。ポジティブな視点で
児童生徒への支援の仕方につい
て話し合い、話し合った内容
は、毎回全職員で共有する。 

② ・研修会において「１０分間ミ
ーティング」の効果的な活用の
仕方について考え方を深める。 

 

③ ・ＰＢＳについての理解を職
員が深めることができ、その
実践を行うことで、児童生徒
の行動に変化があったか。 

④ ・実践の取り組みとその成果
について、教員間で共有化が
図れたか。 

⑤ １０分間ミーティングを通し
て、学年間のチームとしての
協同が促進したか。 

  ①    

⑥ 【現状】自立活動専任による抽出指導
を行い、効果的であった支援方法を学
級でも実施することで、児童生徒がク
ラスの活動に参加しやすくなるなどの
改善が見られている 

⑦ 【課題】指導を行った児童・生徒の学
級には支援方法を共有できたものの、
学年や学部全体での共通理解を図るこ
とが難しかった、 

個に応じた自立活動の
「時間における指導」の
充実 

⑧ ・小学部から高等部までの全学
年の「時間における指導」の時
間で、自立活動専任が指導に入
る時間を設定する。それぞれの
学年で、その時間をどのように
活用していくか設定し、自立活
動専任による指導の結果につい
て、内容や児童生徒の変化を共
有する。 

⑨ ・自立活動の「時間における
指導」において、自立活動専
任の指導が効果的に行えた
か。 

⑩ ・学年全体で、自立活動専任
が行った支援方法について共
通理解を図ることができた
か。 

 

  

２ 

【現状】小中学部は地域の学校との
直接交流を継続的に実施しており、
活動を通し交流が深まっている。ま
た、高等部は校外での販売活動を通
して地域交流を深めている。地域に
おける児童生徒への理解、学校に対
する理解は深まっている。 

① 【課題】児童生徒が地域で生活してい
くために、これまでの取組を継続して
いくとともに、地域の社会資源を積極
的に活用していく必要がある。 

地域社会への参加と関係
機関との連携及び地域に
おける人材の活用 

① ・交流校との連携を十分に図
り、交流及び共同学習、支援籍
学習を行う。 

② ・高等部の販売活動を通して地
域との交流を深めるとともに、
本校の教育活動について知って
もらう機会とする。 

③ ・地域の社会資源を積極的に活
用し、ボランティアの受け入れ
や、地域の店舗等での学習活
動、販売活動等を促進する。 

④ ・交流及び共同学習、支援籍
学習を実施し、相手校と本校
の双方の学習のねらいを達成
できたか。 

⑤ ・高等部の販売活動を通して
地域との交流を深めることが
できたか。 

⑥ ・地域の社会資源を活用した
授業や活動を行うことができ
たか。 

  

 

 

 

 

   

⑦ 【現状】巡回相談、教育相談の他、特
別支援学級補助員向け研修会や小学校
職員向け研修会などを実施するなど、
要請に応じた支援ができている。 

⑧ 【課題】センター的機能を発揮し、引
き続き地域の支援を進めていくととも
に、特別な支援を要する児童生徒のた
めに、地域で連携して取り組んでいく
体制づくりを進める必要がある。 

センター的機能を発揮し
た校外支援 

⑨ ・巡回相談や教育相談を通し、
校外支援の情報共有並びに個々
の課題への対応を行う。 

⑩ ・外部向け研修会などを通し、
地域の特別支援教育に対する理
解を広げる。 

⑪ ・学区内の高等学校との連携を
深め、高校内の特別な配慮を必
要とする生徒の支援を行う。 

・関係教委等と連携し、近隣
諸学校等との適切な支援と情
報共有をし、個々の課題解決
につなげることができたか。 
・要請に応じ、各種研修会等
を実施することができたか。 
・巡回相談を通して、学区内
の高等学校と課題を共有し、
適切な支援を行うことができ
たか。 

  

３ 

【現状】避難訓練を毎年実施している
が、児童生徒の避難の様子などについ
て、保護者との共有は十分にはされて
いない。 
【課題】児童生徒が被災したときに、
安全に避難し、安心して避難場所で生
活ができるよう、保護者との情報共有
を行う必要がある。 

教職員の災害時における
危機管理意識の醸成及び
保護者との共有 

⑫ ・「個別の避難計画」の作成
を、保護者と共に行う。 

⑬ ・避難訓練において、避難場所
での過ごし方について体験する
活動を取り入れる。 

・２学期と３学期に行われる
個別面談で、学校で行われた
避難訓練の児童生徒の様子を
踏まえ、保護者とともに「個
別の避難計画」の作成を行う
ことができたか。 

  

 

 

②    

【現状】紙の書類について、保存の仕
方や、保護者とのやり取りに改善が必
要なものがある。個人情報の取り扱い
の観点、仕事の効率化の観点から、見
直しを行っていく必要がある。 
【課題】個人情報の取り扱いについて
検討していくとともに、仕事の効率化
の面からも、電子化できるものについ
ては移行していく必要がある。 

学校における危機管理の
意識の醸成 

⑭ ・個人情報を含む文書等につい
て、取り扱いに関するルールを
定めたり、必要のないものにつ
いては廃止を検討したりする。 

⑮ ・紙で行っている事務処理につ
いて、仕事の効率化の面から電
子化を進めていく。 

⑯ ・情報の取り扱いに関する研修
を行う。 

⑰ ・個人情報を含む文書等の取
り扱いについて、見直しを行
うことができたか。 

⑱ ・紙で取り扱っている文書等
について、電子化を進めるこ
とができたか。 

⑲ ・研修を通して、個人情報の
取り扱いについて、職員の意
識が高まったか。 

  


